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困難を乗り越え、お客さまの期待に沿った
結果が出せたときの達成感は何ものにも代え難い

　私が現在携わっている業務は、大き
く分けて２つあります。１つ目は依頼試
験などの中小企業への技術支援、２つ
目は研究開発を行うことです。依頼試
験では、製品に使用する材料の製造過
程で出る異物は何か、食品の中に含ま
れている異物は何か、といったことを調
査・分析する業務を担当しています。
　就職活動の際の第一志望は、都産
技研でした。それは自分が学生生活を
送ってきた東京という都市に、何か恩
返しをしたい、自分の学んできたことを

活かし、役立てることができたらと考えた
からです。
　現在の業務は、まさにそんな私の希
望を叶えられるものです。接するお客さ
まの熱意に触れる機会も多く、いつも
心して業務にあたらなければと思ってい
ます。困難と思われたお客さまのご相談
に試行錯誤の末、期待に沿った結果
が出せたときの達成感は、何ものにも
代え難いですね。

　私が研究している有機薄膜太陽電

　私は、環境安全管理室において都
産技研本部の施設管理を担当してい
ます。主要業務の一つは、本部設備の
保守・点検で、研究員の業務に支障
が出ないよう配慮し作業を進めていま
す。この業務は「最後までクレームがな
い」ことが当然です。クレームゼロを目
指し、お客さまと職員が安全に利用でき

る施設にするために、日々業務に取り
組んでいます。
　現在は、ロボット事業推進部の新拠
点整備工事も担当しています。中小企
業に対するロボット開発支援は、都産
技研の重点分野の一つで、その一翼を
担えることにやりがいを感じています。

池は、クリーンエネルギーとして注目を
集める分野ですが、製品化には課題も
多く残っています。従来の無機型に比
べて、光を照射したときの変換効率が
低く、経年劣化においても改善が必要
です。
　しかし、軽量性に優れ、柔軟性の高
い有機薄膜太陽電池なら、将来、建物
の壁面にコーポレートカラーの太陽電
池を取り付けることも可能になります。
そんな有機薄膜太陽電池の高性能材
料を作り出し、製品として世の中で広く
使われるようにすることが私の夢です。

バイオ燃料の原料として微細藻類に
注目が集まったのは、2007年頃の世
界的な食料価格高騰がきっかけでした。
当時、アメリカではトウモロコシを原料と
するバイオ燃料の生産を拡大させてい
ましたが、穀物需給がひっ迫し、食料と
なるトウモロコシをバイオ燃料の原料と
することが問題視されました。また、南米
ではバイオ燃料の原料となるサトウキビ
の生産拡大を目的とした森林伐採が問
題となっていました。
この食料競合問題の解決策と期待
から、藻類バイオ燃料に注目が集まった
のです。

「平成17年にミドリムシの屋外大量
培養に成功し、食品として安定供給で
きる体制を石垣島の生産施設で構築し
ています。」（株）ユーグレナの鈴木氏は
さらに次のように続ける。「バイオ燃料は
弊社が目指す研究戦略の最も先にある
領域です。現在は年間約60トンの食用
としてのミドリムシ粉末を生産しています

が、バイオ燃料として供給するためには、
さらに大量かつ安定的に提供できる体
制が必要です。」
藻類バイオ燃料の産業化はまだ途上

ですが、現在、藻類バイオ燃料の産業
化に向けた研究開発にはベンチャー企
業や大学だけでなく、出光興産（株）、
JX日興日石エネルギー（株）という石油
元売り大手も関心を持ち、経済産業省
や文部科学省も研究助成を行うなど、
官民が協力して取り組んでいます。
（株）ユーグレナでも、よりバイオ燃料
に適したミドリムシの創出に向け、平成
26年より内閣府の助成を受け、超高効
率、超低コストのバイオ燃料生産に取り
組んでいます。また、筑波大学大学院で
は、有機物廃水で増殖する藻類を用い
て、下水処理プロセスを培養に活用する
研究を仙台市、東北大学と共同で進め
ています。

　

藻類バイオ燃料を産業化するために
は、生産に必要となるエネルギーとコスト
を抑えることが課題とされています。現在
の技術で、藻類からバイオ燃料を取り出
すにはどのくらいのエネルギーを必要と
するのでしょうか。筑波大学大学院の吉
田氏は、次のように例を挙げます。
「培養液からバイオ燃料1キロを取り
出すためには、培養液2トン※を遠心分
離しなければならず、それに必要なエネ
ルギーとコストだけでも、他のバイオ燃料
や既存の化石燃料と比べて不利なの
が現状です。」
取り出すバイオ燃料の品質を確保し

つつ、エネルギーとコストを低減するの
は容易ではなく、その解決に向けては、

現在さまざまな研究が進められていま
す。
※注）筑波大学大学院の研究試算。培養液中の

藻類の濃度は1g/L（質量密度は0.1％）。
脂質含量50％の藻類を用いた場合。

藻類バイオ燃料が優れているのは、エ
ネルギー密度が化石燃料とほぼ同等で
あることです。例えば、電気はエネルギー
密度が低く、1トンの化石燃料に相当す
るエネルギーを蓄えるためには、リチウム
イオン電池を50トン強も必要とします。
「藻類バイオ燃料は化石燃料そのも
のを代替する数少ない手段の一つで
す。将来を見据えるならば、化石燃料を
採取できているうちに、藻類バイオ燃料
の産業化を実現しておく必要があると
言えます。」（吉田氏）
藻類バイオ燃料の産業化にはまだ時

間がかかるという見方の一方で、実際に
藻類バイオ燃料を用いて自動車などを走
らせる試験では、代替使用の目処が立っ
ています。産業化に向けて、積極的な研
究開発が期待されています。

毎号、研究員をクローズアップして、業務内容や仕事に対する思いをご紹介していきます。

化石燃料の代替手段の一つとして
注目されている藻類を原料とした
バイオ燃料。その課題と現状につい
てお話を伺いました。

最近注目されている技術を
取り上げてご紹介します

大学院時代の専門は有機薄膜
太陽電池の研究。現在も、高性能
な有機半導体材料開発を目指
す。福島県出身。趣味はウイン
タースポーツ。
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夢は、有機薄膜電池の
高性能素材を開発すること

都産技研の事業を施設管理で支える
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それでも藻類バイオ燃料が
注目される理由

筑波大学大学院における屋外での藻類培養の様子
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